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議 長 中野董夫 ･小野 周 ･田中
出席者 運営委員 (17名 車 )
研究部員 (30名 車 )












1. 議 長 団 報 告
2. 基 研 報 告
3.~新 研 究 部 員 承 認




7. 研 究 計 画 決 定
8. 任 期 制 度 に つ い て
9. 国 ･公 ･私立大学間の流動について
10. 国際 交 流 に つ い て
11. 将 来 計 画 関 係
12. そ の 他






し合 いで案をつくる｡ 決定の時は,報告に対 して全鼻で検討する｡
(｡) 祝 賀 パ ー テ ィ の件
湯川所長の還菅を祝 して,研究部員会議主催 のパーティを行 う事 になった ｡
㌔
17日 (金 )p加.6:,00から, 楽友会館にて, ,パーティ欠席の研究部～





2. 基 研 報 告
人 事 (10月以降の移動のみ )
河原林 研 : 11月1日付 助教授に (東大教養′より)
片 山 春 久 ･' 11月1日付 京大工学部原子核工学～.
尾 崎 憲 夫 (予定) : 3月1日付 京大工学部原子核工学助教授に
ア トム型
江 夏 弘 (立命大 ･教授 ) 10月 より6ケ月
鳴 海 元 (広大 ･理 ･教授 ) 10月より3ケ月
柏 村 昌 安 く名大 ･理 ･助手 ) 11月頃 1ケ月
田 中 友 安 (Alieriean~L]a七holioUni.教授) 12月頃 1ケ月
木 下 紀 正 (東大 ･理 r)2) 11月半ばから1ケ月













(サ ンパ ウロ大学教授 ) 3月予定
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資 料 1.
































-- 滞在費は不要 ･仁科 ･湯川財団援助
(4月16日-5月15日 )
(6ケ月 )








0 4月の学会の時に中国人を招碑する可能性があったが延期にな っれ ｡
京 大 外 人 宿 舎 の件
(事務長 ) 外人宿舎が完成 した ｡
○ 家族用居室 (6) 夫婦用居室 (6) 単身用居室 (3)
o 使用料月額 (光熱費含む )
家族用 23,100円 ,夫婦用 18,900円 ,独身用 9,000円




4. 新 研 究 部 員 承 認













大 槻 昭一郎 (九大 ･理)
次点 井 町 昌 弘 磯
広 重 昇 (広大 ･理 )
猪 木 慶 治 (東大 ･理)
飯 塚 重五野 (金沢 ･教)
西 島 和 彦 (東大 ･理 )
原 康 夫 (東敦夫 ･理)
?
物性論関係 (5名 )
中 島 貞 雄 (東大 ･物性研 ) 豊 沢 豊 (東大 ･物性研 )
富 田 和 久 (京大 ･理) 守 ●谷 葺 く東大 ･物性研 )
三 輪 活 (阪大 ･理) 次点 都 築 俊 夫 (九大 ･理)
* 研究計画に関する 工nformaユmeeting
素粒子論関係 (座長 ･ィ､川)
物 物 論 関 係 (座長 ･芳田)




自 由 研 究 費
研 修 旅 費
ア トム型 奨学生的なもの













を差 し引 くと '4'15- (a十 β )
-‡415-(叫P,Ixi ,窄 280万望 ‡ (叫 β)-
となる｡ 今回応募の旅費請求総額は 676万円 ,校費額は 141.3万円 で
あった ｡
6. 研 究 計 画 決 定
議論の末以下のように,決定 した長期 ,短期所属 も一部変更した｡
研 .究 会 名 世 話 人Or出席 者 旅 費 ･校 費 参加者人数_i&場 所
1165-
資 料 1.
<短期研究計画> 池 田清美 事im1.原子核における集団運動
2.Non-1(∋ptonio.I)eoay3素准子の時空記述4相対論的 2体方程式によ 藤 井 寛 治古 伸 哉井 本 三 夫横 尾 田松湯 川 秀 樹高 村 武 彦 て原 三片 山蕃 久室 田 敏行益 英木 下.紀 江｣､林 康屠 東 顧 ･1503¢8
る疲力の分析
5.革ighorResonanee6Polari宕e亘Targ tを用
いた素粒子康子核の研究と 政 池 -.明
開発.,:7量子統計的凝縮系8着十算機 V ミpL.レ-i/ヨy. 長谷 .ー武諏 誠 茂碓 檀 丸 .■恒藤都 築 俊大 辰 蔵
-166-
5邪0 10(計算C)3 印刷 20～3㌔ ク回)3(ト 5(25
2研 30°(計算C)2 賃金 )(印刷C 1㌔ (3日基研)
2.0(a )■15 2回日･3 .
9.星 の 逢 .価 林 忠 四郎 26m IB姐-15(計算OJ) 資 料 L25%5-日敵
のためのサマースクール 上 村正 康
12.非周期系物性の基礎理論 松原 武 夫掘 落.｢..田博 嗣米沢富美子
算機によるSimulation2.生成高分子の符電子静3 1.Ge.V 前後の強い相互作 萩.田直 史松原 武 夫博 樹-宮 嘩大 野 公 男福 留 秀 雄∴ 飼米沢富美子沢 壌 (磁針 乃5(計算C)-.1 )
Nonーlinereffeo七5.庶子核に串ける集団運動の■非調和項の分析 .丸 森寿 夫山村正 俊池 田.清 美r












* 学生がしばらくよ▲そへ行 く事は,非常に有効だから･大いに利用 させ
るべきだ ｡
*I-若い人には,費用~は旅費 ･宿泊費位で一7_Vがでない程度で良い｡
* 場合によってrは,拡大談話会に来て頂 く事も考えられ る.
人選費用については,基研所員会に任せる事になったO
8. 任 期 制 度 に つ い て










事で,公務員住宅の優先や交代が不可能か ｡ 耳研究所の住宅を持てないか o









9.国公 私 立 大 学 間 の 流 動 に つ い て
国 ,公 了 立ー大学間を転職した場合に,給料の点,恩給 ,退職金等の問題が
あるので,自由な交流がさまたげているという意見が,前回の研究申員会議
で指摘され具体的な問題点を調べるために,小委員会が結成 された ｡












めの委員会を結成｡ (小野 ･古市 ･川口 )
10.国 際 交 流 に つ い て (報告 ･ィ､野)










資 料 L ヽ
ll. 将 来 計 画 関 係
高木 ,小川.安野 3氏から.素粒子研究所 (仮称)その他についての報告が:
行われ.それについて質問1.議論が出された｡



















谷川氏より.神戸大学に会場 (素 ･原 ･字 )が決やているが.生物の方
と重なゥたので.他に考えられないかとの相談が出された｡
(文責 ･議長団 )
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